
西洋服装史にみられる女子服の袖の構成と機能に関する

一考察

－ゴシック期からルネッサソス期まで－

1　はじめに

衣服の動作適応性を考えるとき，袖の形態および構成

法が重要な要素としてこれに関与していることは，これ

までの研究例によっても明らかなところ鶴野，袖の動

作適応性については，被服構成学の基礎研究として，現
4）5）6〉

在多角的な研究が試みられている。

この間蘭を究明する一手段として，服装の歴史的変遷

の中で，衣服の動作適応という機能との関連において過

去に袖がどのように考えられ，構成され，変遷してきた

かを調べ，現代の袖との関連性を探索して袖に関する構

成学的研究の一助としたいと考え，この考察を試みた。

まず，袖を中心に現在のファッショソを考察すると，

プリュラリスム時代とよばれるほどにモードの多様化し

ている現代の女子服において，袖の形態やデザイソにも

また多様化の傾向がみられ，それらの中に最近は衣服の

機能性に重点をおいた形態が多くあらわれていることが

とくに注目される。それら，機能性と乗的要素とを兼備

した現在の袖のデザイソの多くは，その源を，遠く舌代

から近世にいたる西洋服飾発達史の歴史的事実の中に求

めることができる。しかし，数多い服飾史の記述の中に

も，とくに袖を中心にその変遷を考察した例はほとんど

見当らない。

そこで今回は，古代原始社会から今日まで幾多の展

阻変容あるいは消滅をみながら発達してきた西洋服飾

発達の歴史的変遷の中でも，とくにその構成法が人体の

体型に合わせた立体的構成法へと画期的な変化をとげた

ゴシック期から，その立体的な構成技術がさらに発達

し，かつ袖の形態やデザイソにとくに注目すべき数多く

の特色のみられたルネッサソス期までの，女子服の袖の

形態と構成法について述べてみたい。

そもそも衣服についてその磯能的な性能が物理的，化

学的な視点から解明されるようになったのは，19世紀半

ばのかのドイツの衛生学者べヅテソコーフェルおよび実

験衛生学の始祖ルブナーの業績に負うところが大きく，
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また，ファッショソの上で現在のような活動的な形態に

飛躍的な変容をみたのは20世紀初頭のフランスのデザイ

ナー，ポール・ポアレの着想に負うところが大きいこと

は周知の通りである。それ以前の服飾発達の過程を概観

すると，それぞれの時代の生括背景や芸術様式を反映し

ながらある時は簡素，ある時は荘鼠　ある時は装飾偏

重，またある時は奇抜な誇張が前面に押し出されるな

ど，外見的には装飾中心の変遷がくりかえされていたと

いっても決して過言ではない。しかし，前述の通り，ゴ

ジック期に無駄のない合理的な思考に基づく衣服の立体

的な裁断や構成が行なわれるようになって以来，それ以

前の古代エジプトからギリシャ，ローマにいたる平面的

な布を体に巻きつけたり掛けたりして着用するという衣

服の考え方が，人体の体型を土台とし，衣服の機能性を

考慮に入れた立体的な考え方へと大きく変化し，それに

続くルネッサソス期以降に軋その形態や構成技術の上

において，人体に対する機能的な適応を考慮した数多く
7）8）9）ユ0）11）

の変化と発展がみられたことは事実である。とりわ仇

上肢と下肢の動作適応について配慮のあとがみられる

が，袖の形腰と構成法忙おいてそれがとくに顕著である

ことが興味深い。

Ⅰ　ゴシック期の衣服の特徴

13・一14世紀のヨーロッパは十字軍の遠征により東方か

らの刺厳をうけて学問，芸術，産業が飛躍的に発達する

が，この時期はまた，それまでのローマ模倣の時代から

脱却した北方民族の創作の時代ともいわれ，その宗教的

情熱の鋭角的，共頭的蓑現を特徴とするゴシック様式の

芸術は造形界に革命的といわれるほどの大きな変化をも

たらした。建築においていわゆるポイソテッドアーチや

ステソドグラスにみられるような構造的な著しい発展が

あったが，衣服においても，帽子からはきものにいたる

まであらゆる細部にわたって戯角的な尖りをみせ，姿態

を細くみせる身体にぴったり合った衣服が考えられた。

そうした背景のもとに構成法の上で画期的な変化をみた
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ことは既に述べた通りである。
7）

図1に示すようなローブの形態とその新しい裁断法

は，それ以前のものとは本質的に異なった方向を示し，

今日の洋服構成法の基謎を築くものとして知られてい

る。

後　図1新しいロープの裁断園（14世紀末）

この裁断法のそれまでの衣服と著しく異なった点は，

前後身頃に入れた三角形の襟布と，わき下に入れた数個

の羽子板状の曙布により，人体の体型にあった立体的な

衣服を形成している点であるが，さらに注目すべきこと

は，袖ぐりができそれに縫いつける袖が別に裁断されて

袖山があらわれていることであろう。そして，袖の形態

が腕の立体的な線にそったタイトなものへと変ったこと

は特筆に価する。それ以前の平面的な構成法の時代に

は，ローマのトウニカ，ピサソチソのダルマチカ，∇－

マネスクのプリオーなどにみられるように，袖は身頃と

ひとつづきの布で形作られるか，あるいは直線で縫い合

わせたものであった。それらに比べると，ゴシックの完

成期における衣服の塾は人体の立体的把鐘と動作に対す

る機能的適応を目標とする立体構成の立脚点を明瞭に示

しているものといえる。

わき下に入れた羽子板状の循布は上肢の運動を自由に

するためのゆとりを与えるものでもあり，さらに孝由につ

いても，袖自体が腕の長さより数イソチ長く裁たれ，上

に袖をおし上げたのち前腕をボタソでぴっちり留めて肘

関節の運動に対するゆとりを与えるという機能的な解決

法が示されている。

また，胴が細まることによって必要となる着脱のため

の明きについても，あけ方や留め方の工夫がみられ，着

脱の便利さや留め具の装飾化とともに前中央を明ける方

法がとられるようになり，ひもじめ，鈎ホックどめのほ
9）

か，ボタソどめも行なわれている。

こうした考え方は，労働服がその基盤となっていると

いわれるカも　また，磯能的な騎士の服装が衣服の塾や構
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成の上に強く影響をおよぼしたことも事実のようであ

る。

Ⅱ　ゴシック期衣服の袖

この時代の女子服の代表的なものとしてはコットとシ

ュールコがあるが，13世紀初期のころのコットは昔なが

らの直線型を保ちながらも全体にゆるやかで胴からすそ

に向かって広がっているのが特徴で，胴から袖の上半分

にかけてたっぷりしたドルマソ式になっており，肘から

袖口までぴったりとボタンがけされるか，ときには長い
8）

タイトスリーブであったゎ（図2）

図2　コットの形態

図2のように袖付が広く袖口のつまった形態の袖はこ

の時期の一般的な服装の型で，これは上肢の動作適応性

の上から都合がよい形態であるため広くい用られたもの

と患われる。

次に，コットの上に着るシュールコは，初期にはシク

ラスとよばれたが，これには袖のついた例はあまりみら

れず，時には肩からケープ式匿裁ち出されて，着た時に

短い袖のようにみえるものがある程度であった。やがて

シクラスに袖がつき，シュールコとなったとみられる

が，ユ4世紀になってからのシュールコは，形の変化は主

として袖にあらわれ，袖口のつぼまったドルマソ式のも

の，反対檻袖口り広く開いたもの，袖巾の中央に裂目の

入ったものなど，さま・ざまであった。
10）

（図3）

シュールコの変り型の中で特徴的なものはユ4世紀から

15世紀にかけて流行したシュールコ・トゥヴェールで，

袖ぐりが大きくあいているのが特徴で，初期にはウェス

ト辺までとどいたがしだいに大きくなってついにはヒッ

プにまで連している。また，前身頃と両袖ぐりの間が擾
8）

端に失われるものもあった。（図4）
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ソドの，いわゆるかしわ状の袖と同様に，鏡角的外観を

特徴とするゴシック芸術様式の感覚が服飾の上に反映し

た代表的な例と患われる。

図3　シュールコの着用例

図4　シ良一ルコ・トゥヴェールの形態

これらの袖くゆりの形や大きさの徽妙な変化は，身頃に

縦の縫目をつけて体型に合わせる工夫や着脱のための明

きや留めの工夫とともに，衣服を人体の曲線にそうよう

に仕立てるための立体構成の追究にともなう必然的な技

術上の進展と解される。

14世紀になってイ・クリアから導入されたと伝えられる

コタルデイはコットの変り型で室内着として大切な衣服

であったが，この袖はタイトスリーブで，さらにティペ

とよはれる垂れ布の飾りをつけるのが特徴であった。
7）

（図5）これは後にあらわれる長く裾をひいたウップラ
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図5　コタルディの裁断図

8）

また，変った袖を示すものとしては囲6に示すような

外套がある。この外套は袖がついているにもかかわらず

袖の腋の下の穴から腕を出して着るならわしで，袖のつ

け方は，袖付の近くでスモヅキソグの手法で縮めている

ので，それによってひだが袖口の方へ流れる。また，袖

付から袖口までわれていてそれを適宜ポクソがけするも

のもあるが，平常は開いたまま垂れ袖にしているものも

あり，図5の袖と同様に袖が主として装飾効果を目的と

して扱われている例といえよう。

図6　変り袖の外套

こうして，無駄のない合理性を出発点としたゴシック
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の衣服は，ブルゴーニェ官産を中心とする貴族や上流婦

人たちの服装を通して，形態的には主として袖を中心に

装飾化されながら，外観上しだいに非実用性へと方向づ

けられていった。

Ⅳ　ルネッサンス期の衣服の特徴

15世紀にイタリアの新興市民階級に発したいわゆる文

芸復興の運動は，芸術，文化の上にルネッサソス期特有

の新しい様式を形成しながら16世紀にはヨーロッパ全土

にひろがったのであるが，服飾の上では，16世紀のはじ

め30年ごろから半ばにかけてのスペイソの上流階級の婦

人の服装が強い影響力をもってフラソス，イギリスをは

じめ各国に波及した。その権勢誇示の強い意欲と，困輿

的な宗教の制約から解放された自由な精神による豊かな

創作意欲とが衣服の形態や服飾の上に大きな変化をもた

らし，それは外観的な表現が鋭角的なものから柔和な曲

線で統一された曲線美へと変化しただけでなく，体型の

人工的な誇張や，詰軌　スラッシュなどによる技巧的な

造形によって衣服それ自体が特殊声帯野性を有するとい

う独得な服飾美の形成となった。そこには卓越した構成

技術の裏付けがあったことは言うまでもなく，裁縫技術

に関する最初の本，“Libro deGeometriaPraticay

Traca deJuan deAIcega〝が，1589年にマドリッド
10）

で出版されたという事実はこれを立証するものといえよ

う。そもそもルネッサソス衣服の基本は，ゴシック期か

ら継承された立体的構成技術にいっそうの合理的思考が

加わって，人体に過不足なくフィットするように意匠さ

れたことにあり，ルネッサソス運動が古代文化の復興と

いう形をとりながら進展したにもかかわらず，服飾の上

では古代ギリシャ，ローマの服装形態とは全く異なる方

向に変遷をとげたのもそのためであったのだが，時代の

進行とともに，工芸品や織物産業の発達および構成技術

の進歩と相まって，人々の解放された自由の精神による

強い創作意欲が衣服をひたすら技巧的で過飾な服飾美の

創造へと進展させたのである。それは，今日“マニエリ
13）

スム様式〝と特に指摘されるような，異常なまでに技巧

的な服飾形態であった。

しかし，全体としての裾和美を失うことのないのがル

ネッサソス衣服の特徴でもあり，また，それらの中に現

代の服飾と相通じるものが数多く含まれていることもと

くに注目されるところである。

さて，ルネッサソス衣服の外形的な大きな特徴は，ハ

イウエストの細い胴と，スカートの大きくふくらんだ上

笹下重のシルエットにあり，さらに衿と袖の瀧得の形態

がこれに特色をそえているのであるが，さらに上述のシ

ルエットを襲現す卑構成上の大きな特徴としては，それ

までの上下一つづきのワソピース仕立が，この時期（15

′第32号1977年

帝紀半ば）からウェストで接ぎ合わせるツーピース仕立

となったことがあげられる。これは，14世紀後半から15・

世紀の初めにあらわれた騎士の服装であるいわゆるプレ
ートアーマーのすぐれた燐能性に負うところが大きいと

いわれ，ウェストの接ぎ目は爾来今日まで女子服構成の

基本的なパターソとなっている。

また，構成技術の上ではバックステッチの技韓があら

われたことがあげられる。身体にフィットした立体構成

の技法としてほ，それまでの並縫いでは曲線部分の縫合

には対応しきれなかったためであろう。これはやがてミ

シン縫いの技法へと発展する基礎となるものといえる。

さらに，誇張的な造形表現の技法としては，スカート

はヴェルチュガダソ（フラソス），ファージソゲール

（イギリス），オス・キュ（フラソス）などとよばれる

輪骨や語物による補助具を用いてふくらみをつ仇　ウェ

ストは鉄骨入りのコルセットやコル・ピケでしめるとい

う特有の方法がとられた。また，ラフ（イギリス）もし

くはフレーズ（フラソス）とよはれるルネッサソス衣服

を象徴する衿は，亭輪状あるいは扇型に繊細なひだをた

たんでこれをぴんと糊付けして張りをもたせた0

袖は，全体を語物によって大きくふくらませ，さらに

幾段にもくびれをつけたり，肩をパフづけたり，たてや

よこに大小さまざまなスラッシュを入れるなど，多分紅

顔士の服装の影響をうけたとみられる多雀多様な技巧が

こらされ∫これら変化に富んだ多様な袖の形態やデザイ

ソほ，ルネッサソス衣服の服飾に変化と価値を与える重

要な要素であった。

Ⅴ　ルネッサンス衣服の袖

前述の通りルネッサソス衣服の大きな特徴は主として

袖にあり，服飾の変化は袖に集中した感があったので，

その形態やデザイソの豊富な点はあらためて記すまでも

ない。そもそもィレネッサソス初期の活躍舞台であったイ

タリアにおいて，衣服のルネッサンス調はまず袖にあら

われており，また，この時期においてはじめて女子服と

男子服の形態が明瞭に分化したにもかかわらず，袖のみ

は両者に全く同一の形態が存続し，用いられていた点に

袖のもつ服飾上の意義を解することができる。さらに，

40年代には袖が別仕立となり，袖自体が独立して服飾美

を左右する大きな役割を演じていた点が注目に価する。

つまり，とりはずしのできる別仕立の替袖を幾組も用意

することにより，着用の際袖をつけかえることによって

服飾に変化を与えたのである。この替袖は，本体から独

立した衣服としてペアで扱われ，権力者への贈り物とL
ll）

て周いられることもあったといわれ，英国王へソリー人

世の衣裳日銀の中にも替袖の記載があり，また，エリザ

ベス一世女王の1577年の宮廷献上品日銀に，次のような
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記載があるのをみてもわかる。

Aforeparte＆a peire ofsleves ofwhiteSatten

Set Wi比spangills．

註）forepart：，Pair，Sleeve，SPangleのつづりが現在と異

なっている。

この別仕立の袖は，表と裏の布が袖ぐり線にそって縫

い合わされ，細い紐またはリボソで身ごろの袖ぐりと結

び合わされるか，あるいは糸でかがりつけられたが，袖

付け際が不恰好となるため，袖付け部分はエポーレット

と称する肩飾りや垂れ袖などの装飾によってカバーさ

れ，エポーレットも服飾上有力な部分となった。袖を別

仕立にして替えるという発想は，13世紀以来のブルゴー

ニュ宮廷衣裳の優雅な演技性に基づいて発展したものと

みられるが，やがては，上衣　スカート胴衣，袖，衿

などがそれぞれ別仕立となり，それらの組み合わせ方に

より服装のニエアソスが異なったので，袖口のカフスと

飾り衿をそろえたり，スカート，上武垂れ袖をそろえ

るなど，鼠み合わせを吟味して服装としての統一をはか
9）

ったといオっれる。

ここでは，この時期の袖の特徴を，形態上の変化と種

鼠および構成上の特色に焦点をしぼり歯髄性との関連

に封いて考察してみたい。

形態上の大きな特色は，基本的には腕の形にそったタ

イトスリープの形態を保ちながらさまざまな技巧を用い

て装飾的誇張がほどこされていることであって，その方

法としては先に述べたように詰物により大きくふくらま

せることと，パフとスラッシュを応用して変化を与える

こととが巧みに併用されているのが特徴である。図7′、ノ
7）12）14）

図13にそれらの代表的な形態を，資料に基づいて模型的

に模写して例示した。

図7は，カルパッチオの≠2人の娼婦〝（1526年），プ

ロソツィーノの“エレオノーラ・ディ・トレードとその

子フェルドナソド〝（1539年）およびギルラソダイオの

“フローレソスの女〝（15世紀）などの絵画にみられる
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図7　スラッシュのある袖

スラッシュの入った袖で，この形態の袖はルネッサソス

初期におけるイタリアモードの代表的なものである。そ

の中には図8に示すように，上腕部の袖マソシュロソ

（mancheron）と下腕部の袖マソシェット（manchette）

の二つの部分からなるものもあり，この二部式の袖は，

肘の屈伸を容易にする点で梯能的に勝れた袖わ形態であ

るといえる。

＋マンシテもン・
図8　二部式の袖

また，ルネッサソス衣服を最初に特徴づけたのが，こ

こにあらわれたスラッシュであり，それはまず，袖付け

や肘などの関節部分にあらわれたが，やがて袖のみでな

く衣服のあらゆる部分に応用されるようになる。スラッ

シ′ユの着想は1477年ごろスイスの兵士の間に起ったと伝

えられ，精神の解放による自由な造形表現の象徴と解さ

れているが，袖に関しては，それは，腕の動作に自由を

与える有効な手段として評価されてよいのではなかろう

か。

スラッシュの入れ方は種々多様で縦にひとつたぎに入

れたもの，それを並列させたもの，肘から先に縦にほど

こしたもの，袖付けの部分に横に入れたものなど変化に

富んでいるが，いずれも，スラッシュの部分から下着の

布地が効果的に見えるようになっていて，その配色の調

和がまた服飾美を形成した。また，布地の裂目の処理法

は技術的にかなり複雑であったらしく，図9の羊脚塾袖

にみられるような小さい無数のスラッシュの場合は，工

場で焼き切るとか突きあけるなどしたようであるが，そ

の他の詳しいことは明らかでない。

図9はイギリスのルネッサソス高潮期にあったエリザ

ベス女王の肖像画（1592年，1588年）にみられる羊脚型

の袖で，袖全体を語物によって大きくふくらませている

が，袖口にかけて著しく細くなっているのが特徴であ

る。詰物は，どの袖の場合も同様に，居宅，羊毛鳳　綿

鳳　毛織布，韮麻布，木綿布などを用いたほか，バクラ
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ムの裏うちをほどこしたり，真布や縫目に鯨髭や象牙，

針金などを挿入して張りをもたせたりしている。この羊

脚型袖は，袖全体が腕の形にそって琴曲し，袖山部分が

とくに巾広く大きく，袖口へ向かって細くしぼっている

点匿，機能性に対する思考をうかがうことができる。

図9　羊脚塾の袖

図10は，プロソツィーノの“ルクレチア・パソキアテ

ィヒの肖像〝（1550′｝60年頃）と“ロードニア・ド・メ

ディシス〝（1560′〉65年頃）およびパソトイア・デ・ラ

・クリュッツの“王女イサベル・クララ・エウへエア〝

（ユ584年）にみられる肩にパフのついた袖である。いず

れも腕の部分はタイトスリープの形態をとっているが，

この形態の袖は肩関節の運動が自由にできるので上肢の

運動に対する適応性はきわめて大きい。パフスリーブは

現代の服飾においてしばしば用いられる袖の形態であ

り，最近のロマソティックモードの中にいっそう多くあ

らわれてきたものであるが，装飾と機能とがマッチした

機能美を示す理想的な袖のデザイソの源流をここに求め

ることができる。

図10　肩にパフのある袖

図11は，パルミジアニーノの“トルコの奴隷女〝（15

第32号1977年

30年），クレルの≠ザクセソのアソ〝（1551年）およびホ

ルバイソの“ハーゼルからきた女〝（1520年）にみられ

る肩のパフに加えてさらに腕部分に幾段にもパフをつけ

た袖である。いずれもスラッシュが入れてあるが，とく

に肘部分のふくらみを大きくしている点に注目したい。

この形態は肘の屈伸に対してもゆとりが与えられるの

で，肩関節と肘関節の運動に対して動作適応性の上でい

っそう効果的であろうと思われる。

図11腕に幾段もパフのある袖

なお，全般に香寺由のとりつけは細紐などで身ごろの袖

ぐりに結ばれたことは前に述べたが，図12に示すように

このとき身ごろの袖ぐりの下部は明けたままに残された

ので，この部分は上肢の上挙動作を容易忙し，身ごろの

つれ上がりを防ぐために有効な「明き」を形成していた

ことになる。

図12　替袖の袖付け

図13は，クールエの≠ジョアユーズ公婚礼舞踊会（部

分）〝（1581′〉82年）にみられる垂れ袖の例で，これは既

に述べた通り，肩につけたェポーレットとともに香袖の

袖付部分をおおう装飾の役割を果すものであるが，この

形式の袖が今日の袖のファッショソに散見されることは

興味深い。
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図13　垂れ袖

最後に，この時期の袖の構成法で見逃すことのできな

いものは，16世紀の未にスペイソにあらわれた新しい袖

の構成法であろう。それは，袖の前後に縦の縫目のつい

た二枚袖で，腕の形にそって肘の辺に適当なゆとりが入

り，着やすい形態となった。この方法は語物入りの袖に

も用いられたといわれ，今日のテーラード仕立の衣服に

おける二枚袖の基礎となる構成汝として注目されよう。

Ⅶ　おわりに
一一ゴシック期からルネッサソス期にいたる袖の形態や構

成は，現代女子服のそれとどのようなかかわりをもつセ

あろうか。

ゴシックの発成期からルネッサソス期にかけて，服飾

の変化は主として袖にあらわれ，とくにルネッサソス期

における袖の形態やデザイソほ多様で変化に富み，誇張

的に抽象造形されて服飾美の重要な要素となっていた。

しかし，それは単なる装飾本位の外形的服飾美の追究の

みにとどまったわけではなく，ゴシック期から受け継い

だ立体的構成の思考の極致において追究され，展開され

た服飾美の多様性とみるべきで，そこに横能的な思考と

それに対応する構成技術の進展とがあったことを見落し

てはならない。

ルネッサソススタイルの袖の形態は，19世紀未から20

世紀初頭にかけて再び登場をみることになるが，その

後，かのポール・ポアレの出現以降20世才Jのモダソスタ

イルの時代に入ってからは，女子服の服餌において袖の

デザイソがアクセソトとして重要祝されることはあまり

ないまま今日に至っている。そして現在，ミニとpソ

グ，ビッグルックとフォークーロアルック1－ロマソティッ

クルックとスポーツルック，・・t・ト・・Lといった多種多様なス

タイルが混在するモーードの多様化時代を迎えて，袖のデ

ザインもまた多様化のきざしをみせ，しだいに袖が服飾

紅変化を与える要素として殆頭しつつあるといえ右のlで

はなかろうか。
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ゴシック期のシ′ユールコにみられたドルマソスリープ

は現在のデザイソに数多くみられるものの一つである

が，広く開いた袖口の長袖もまた当時のものである。と

くに最近流行の時代衣裳的イメージの漂うロマソティッ

クモードの中に，ルネッサソス期の大きなふくらみをも

つ′くフスリープのデザイソが再現されているのが注目さ

れる。固い詰物こそないが、ルネッサソス期に初登場し

た袖の形態であろう。横鱒性を重視する現在の衣服にお

いて，撥能と美との両要素をそなえた形態としてそれら

のデザイソが再登場しているところに，ゴシック期から

ルネッサソス期にかけて築かれた立体的構成の技術と麟

能的な思考にもとづく服飾美の形態がいかに大きな影響

を後世に残し伝えたかを，あらためて知ることができ

る。

また，最近袖の動作適応性について多角的な研究が進

められている中で，平面構成における袖の横能性につい

ても実証され，現代の多様な袖のファッショソの中に直

線裁ちのデザイソによる袖もしだいにその数を増しつつ

あり，袖の形態とデザイソの多様化はさらに進展しつつ

あるといえよう。

終りに臨み，本研究について御指導いただいた本学の

横山綬子教授にたいしト深く感謝の意を表します。
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